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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月26日(2014.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機材料から多孔質の造粒粒子（１３）を製造する方法であって、以下の方法ステップ
、即ち、
（ａ）供給材料を熱分解又は加水分解によって材料粒子に変換する反応区域に、供給材料
流を供給するステップ、
（ｂ）前記材料粒子を、スート層（５）を形成しながら、堆積面（１ａ）上に析出させる
ステップ、
（ｃ）前記スート層（５）を多孔質スートプレート（５ａ）となるように熱的に硬化させ
るステップ、
（ｄ）前記スートプレート（５ａ）を多孔質の造粒粒子（１３）と成るように細分化する
ステップ、
　を有していることを特徴とする、無機材料から多孔質の造粒粒子（１３）を製造する方
法。
【請求項２】
　１０～５００μｍの範囲の厚さを有したスートプレート（５ａ）を形成する、請求項１
記載の方法。
【請求項３】
　２０～１００μｍの範囲の厚さを有したスートプレート（５ａ）を形成する、請求項１
記載の方法。
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【請求項４】
　５０μｍよりも小さい厚さを有したスートプレート（５ａ）を形成する、請求項１記載
の方法。
【請求項５】
　前記造粒粒子（１３）は、球面状ではないモルフォロジを有している、請求項１から４
までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記造粒粒子（１３）は小板状又は棒片状に、少なくとも５の構造比をもって形成され
ている、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記造粒粒子（１３）は小板状又は棒片状に、少なくとも１０の構造比をもって形成さ
れている、請求項５記載の方法。
【請求項８】
　前記造粒粒子（１３）は側方に、連続した孔を備えた破砕面（２２）を有している、請
求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記造粒粒子（１３）は、１０～５００μｍの範囲の平均厚さを有している、請求項１
から８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　前記造粒粒子（１３）は、２０～１００μｍの範囲の平均厚さを有している、請求項１
から８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
　前記造粒粒子（１３）は、５０μｍよりも小さい平均厚さを有している、請求項１から
８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　前記堆積面（１ａ）が、回転軸線（２）を中心として回転するドラム（１）の円筒周面
として形成されている、請求項１から１１までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
　前記スート層（５）は、前記ドラム（１）が前記回転軸線（２）を中心として１回転す
る前に形成される、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記スート層（５）の形成を、前記回転軸線（２）に沿って往復して動く、複数の析出
バーナ（４）から成る装置（３）によって行う、請求項１２又は１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記スート層（５）の形成を定置の直線的なバーナによって行い、該直線的なバーナの
長手方向軸線は前記ドラム（１）に沿って延びている、請求項１２又は１３記載の方法。
【請求項１６】
　前記方法ステップ（ｃ）による前記スート層（５）の熱的な高密化のステップは、少な
くとも１つの付加的なバーナによる加熱を含む、請求項１から１５までのいずれか１項記
載の方法。
【請求項１７】
　前記堆積面（１ａ）は、内部から熱処理される中空体（１）上に形成されている、請求
項１から１６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１８】
　前記スートプレート（５ａ）が、材料の最大の比密度に関して、１０～４０％の範囲の
相対密度を有している、請求項１から１７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１９】
　前記スートプレート（５ａ）が、材料の最大の比密度に関して、２５％よりも小さい相
対密度を有している、請求項１から１７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項２０】
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　前記方法ステップ（ｄ）により細分化するために前記スートプレート（５ａ）を前記堆
積面（１ａ）から離間して、この際に前記スートプレート（５ａ）の下面からガス流（７
）を吹き付ける、請求項１から１９までのいずれか１項記載の方法。
【請求項２１】
　前記方法ステップ（ｄ）による前記スートプレート（５ａ）の細分化を、前記堆積面（
１ａ）から少なくとも部分的に空間的に分離されている区域で行う、請求項１から２０ま
でのいずれか１項記載の方法。
【請求項２２】
　前記スートプレート（５ａ）の細分化を破砕により行う、請求項１から２１までのいず
れか１項記載の方法。
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